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に
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る
轍
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地
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寺
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司
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司
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中
娩
唐
時
代
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於
け
る
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度
地
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管
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右
の
文
書
の
中
の
雫
は
葬
の
'
汝
は
栗
の
そ
れ

･q
!
中
晩
唐
時
代
に
於
け
る

民
間
通
行
の
通
俗
字
'
登
油
は
燈
油
の
'
夫
は
毅
の

そ
れ
A
r
､
略
香
で
あ
り
､
数
と
は
変
粉
の
層
即
ち
新
暦
'
査
と
は
油
浮
の
と
と
'
絵
は
襟
で
髭
と
も
壇
と
も
書
き
外
国
語
の
音
詩
に

も
めÅ

し
て

木

綿

織

物
を
指
す
｡
此
の
文
書
の
趣
旨
は
'
乙
巳
の
年
正
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日
よ
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翌
丙
午
の
年
正
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一
日
に
至
る
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で
の
滞
畳
箇
年
間
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寺
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稀
す
る
寺
院
に
て
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邦
枝
司
の
法
橡
が
監
理
し
た
寺
院
合
計
出
納
に
つ
き
三
界
寺
の
仝
僧
侶
が
同
寺
の
北
院
に



於
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収
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す
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目
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首
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･
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し
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讐
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仁
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し
て
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典
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歳
T
年
内
寺
申
請
庄
及
交
易
井
客
析
諸
色
破
用
錦
紗

帳

｡

衆
前
説
申
｡

と
あ
-
'
典
産

･
直
読
と
は
采
の
僧
貿
革
の

T
大
宋
僧
史
略
』
巻
中
'
難
任
職
員
の
保
に

典
座
者
.
謂
典
生
休
座
o
凡
事
車
座
7
色
o
以
揖
之
o
乃
通
典
雅
等
也
o
或
立
直
歳
｡
則
直

7
年
O
或
正
月
o
直
年
月
o
正
目
O
皆
悦
衆
也
.
随

方
立
之
｡

と
あ
る
も
の
'

裁
ら
ば
直
哉
は

l
年
を
任
期
と
す
る
寺
院
合
計
出
納
槍
富
者
で
'

破
と
は
常
時
の
俗
語
で
支
出
の
意
で
あ
る
か

ら
'
中
線
唐
時
代
の
寺
院
に
て
寺
僧
を
脅
し
て
読
み
上
げ
報
せ
す
る
支
出
決
算
書
は
毎
年
十
二
月
の
末
に
行
ひ
し
も
の
ら
し
Y
考

へ

で
宜
し
く
'
衆
侭
に
謀
-
て
後
､
年
末
を
以
て
骨
計
年
度
末
隈
と
し
て
収
支
決
算
蓑
を
裂
し
.
之
が
翌
年
の
正
月
に
ま
た
泉
僧
の
前

に
て
読
み
上
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡
之
は
攻
に
示
す
根
本
史
料
た
る
同
光
三
年
乙
国
歳
正
月

日
直
歳
保
護
諾
牒
と
か
t
.
長
興
二
年

草
卯
歳
1正
月

日
浄
土
寺
願
達
牒
と
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あ
る
同
類
の
文
書
に
徹
し
て
明
で
あ
る
.
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光
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年
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】
旭
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鞘
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へ
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る
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土
寺
直
歳
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護
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諸
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出

現
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暦
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あ
-
｡
同
光
二
年
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揮
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寺
合
計
報
告
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で
あ
る
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濠
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右
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後
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月
萱
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整
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参
侶
捌
拾
蜘
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参
舛
参
勝
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秒
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伯
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拾
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陸
封
陸
勝
歩

容

伯
玖
拾
碩
伍
封
釆

侶
碩
陸
勝

t

ギ
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秒
坤
細

砕
防
壁
秒
絹

照

射
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米
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拾
伍
碩
容
勝
折

畳
拾
萱
碩
軟
封
舜
勝
連
数
折

畳
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伍
勝
穀
酢

捌
拾
陸
碩
萱
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年
齢
黄
新

参
扮
碩
新

堂

伯
衰
餅
査

式
伯
捌
項
捌
射

玖
勝
豆

捌
伯
額
拾
玖
尺
布

茸

相
即
拾
捌
尺
酢

式
伯
張

紙

捌
伯
輿
拾
陸
碩
参
射
畝
勝
年
砂
穿
莱
抽
韓
米
酢
茸
麻
酢
査
豆
布
耗
紙
丞
前
場
廻
残
入

中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
機
焼
地
方
沸
教
寺
院
の
振
穐
経
皆
に
就
き
て

第

7
番

五
五
三

第
三
択

二
七
･



中
嶋
唐
時
代
に
於
け
る
籾
唾
地
方
併
敬
寺
院
の
破
帽
経
皆
に
就
き
て

第

1
番

五
五
四

第
三
既

二
八
.

就
伯
畝
拾
韓
碩
伍
料

萱
勝
奔

前

〔
此
ノ
聞
私
ノ
手
寛

ニ
ア
ル
四
雪

1十
九
行
ノ
原
文
ノ
追
録
ヲ
省
略
ス
〕

項
睦
蹄
鉄

玖
拾
萱
餅
査

武
伯
帝
項
玖
勝
豆

抑
伯
顛

拾
款
.<
祁

登
伯
顛
拾
捌
凡

髭

武
伯
張
絹

r･､

右
通
相
伴
竿
倉
出
現
破
除
､

1々
具
賛
如
前
'
伏
請

虚
分
O

牒

仲

秋

如

前
O

謹

膜
｡

同
光
三
年
乙
酉
義
正
月

日

直
歳
保
護

諸
株
.

〔
以
下
二
十
行
ノ
退
録
ヲ
省
略
ス
〕

同
視
紙
背
の

『
望

寺
直
哉
願
達
手
下
琶

出
現
破
除
暦
』
は
後
唐
の
明
菜
の
長
輿
二
年
草
卯
豪

醜
聖

旭
聖

和

の
も
の
で
長

興
元
年
度
の
辞
士
寺
合
計
報
告
書
で
あ
る
｡

揮
土
寺
直
義
朗
達

右
願
蓮
｡
従
車
寅
年
正
月

7
日
巳
径
｡
重
辛
卯
年
正
月

1
日
巳
前
C
衆

T
､

借
款
北
院
等
含
願
連
手
下
丑
前
幌
延
残
及

一
年
中
間

H
牧
園
棟
梁
課
散
施
利
潤
所
得
穿
卦
油
精
米
新
芽



麻
鉄
棒
宣
布
結
絹
等
'
惣
章
肝
蜘
伯
参
碩
牛
秒
｡

伍
伯
式
拾
巣
碩
伍
料
率
勝

穿

伍
伯
玖
拾
捌
硬
式
封

玖
勝
粟

陸
碩
捌
射
伍
勝

I

率

砂
泡

式
勝
頼

萱

料

玖
勝
米

萱
伯
就
項
串
掛

登
勝
新

教
萌
参
封
伍

勝
年

漣

教

新

堂
斜
位

勝
穀
酢

捌
拾
玖
硬
式

射
牛
膝
斉
藤

伍
拾
睦
碩

凍
肘
鉄

萱
伯
参
稔
彦

餅
淳

式
伯
捌
拾
巣
項

玖

勝
豆

捌
伯
捌
給
費
尺

布

式
伯
武
拾
萱
尺
綜

式
伯
張
絹

萱
陣
伍
伯
薄
給
玖
項
染
料
陸
岸
牛
秒
変
粟
油
積
米
新
芽
麻
款
杢
豆
布
績
紙
等
東
館
帳
膏

中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
頬
煙
地
方
俳
教
寺
院
の
破
帽
揮
皆
に
就
き
て

第

一
審

五
五
五

第
三
戟

二
九



中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
煩
煙
地
方
沸
教
寺
院
の
旗
相
搾
皆
に
就
き
て

樺
伯
伍
拾
参
碩
巣
封
萱
勝

奔

伍
伯
参
拾
伍
萌
式
射

〔
此
ノ
間
私
J
手
箱

!lL
ブ

ル
四
号

1十
li
行
ノ
原
文
′
,は&,iJ録
ヲ
省
略
ス
〕

餅
淳

就
伯
巣
拾
捌
碩

功
勝
定

位
伯
玖
拾
淵
nJ,

布

蜜
伯
玖
拾
伍
尺
綜

武
伯
張
絹

t'､

右
通
前
件
竿
骨
出
見
破
除
｡

〓

請
賛

如
肝
｡
伏
精

度
分
.

長
興
二
年
辛
卯
歳
正
月

日

揮
土
寺

願
達

第

l
巷

五
五
六

第
]71就

三
〇

〔
以
下
二
十
四
行
ノ
追
録
ヲ
省
略
t(]

右
の
出
現
破
除
･L
は
収
入
支
出
の
昔
時
の
民
間
通
用
語
で
.
積
と
は
牛
革
の
乳
も
て
製
し
た
る
T
種
の
酒
で
あ
る
｡
冊
者
に
於
て

省
略
し
た
る
末
尾
の
二
十
行
'
後
者
に
於
て
省
略
し
た
る
末
尾
の
二
十
四
行
は
何
れ
も
や.J.合
承
認
し
た
る
博
士
寺
の
徒
衆
の
蓮
記
名

と
そ
の
自
署
花
押
と
で
あ
る
.
此
の
雨
文
書
は
仝
-

『
三
界
寺
招
捉
司
法
聴
財
』
と
類
を
同
じ
-
す
る
寺
院
合
計
文
書
で
辞
士
寺
の

も
の
で
あ
る
が
'
こ
れ
に
は
梁
課
は
見
え
る
が
権
謀
は
見
え
て
居
ら
ぬ
｡
こ
れ
は
五
代
常
時
辞
土
寺
に
鎧
課
と
し
て
の
経
常
収
入
の

▼

無
か
-
L
が
篤
で
あ
る
か
'
或
は
書
き
洩
ら
し
た
の
で
あ
る
か
.
之
は
後
に
論
琵
す
る
こ
と
と
す
る
O



悌
囲
第
参
式

〇
七
競
敬
煙
文
書
は
首
都
を
軟
き
た
る
寺
院
出
現
破
陰
暦
残
寒
に
し
て
計
夏
至

l十
九
行
の
本
文
支
出
目
録
あ
り
て

そ
の
宋
尾
部
に

右
通
前
件
所
得
斜
射
破
除
及
見

在
具
普
如
前
'
伏
講

虞
分
｡

牒

件

状

如

前
｡

諾

僕
｡

中
和
四
年
正
月

日

上
座
比
丘
尼
鉢
園
等
牒

JJ
あ
-
･
都
付
紙
の
民
情
が
掛
算
認
可
の
署
名
あ
-
p
支
出
日
中
に
は
擬
に
関
す
る
支
出
目
が
習
見
す
る
の
み
な
ら
ず
..
此
の
文

富
に
憎
碑
し
て
J･_蒜

昏
の
命
討
義

軍

芸

か
ら
,
之
は
安
閑
韓
の
出
納
東
署
と
警

蒜

ら
れ
る
o
甘
ノ固
守
は
俳
国
葬
重
要

完

敗

紙
背
物
牢

毒

の

覇

撃

車

二
月
安
国
寺
道
場
司
常
秘
等
牒
文
』
に
徹
し
て
'
普
光
寺
'
聾
修
寺
.
聖
光
寺
､
大
乗
寺
と
共
に
膚

代
沙
州
十
七
寺
中
の
五
尼
寺
の

妄

あ
る
か
ら
･
上
座
が
此
丘
尼
赤
囲
た
る
諸
で
あ
る
｡
而
し
て
之
に
績
げ
ろ
安
国
寺
の
出
納
文
書

十
九

安
国
寺
上
座
勝
帝
等

状

光

啓
二
年
丙
午
歳
十
二
月
十
五

日
C
修
改

†
ヽ

法

律
判
官
徒
衆
O
等
骨
勝
浮
等
斯
由
手

下
｡
従
辰
年
正
月
巳
後
｡
至
午
年
正
月
己
前
｡

7
ヽ

7
,

中
間
参
年
.
魔
人
礁
湖
来
期
厨
田
及
前
帳

中
嶋
唐
時
代
に
於
け
る
増
塵
地
方
併
教
寺
院
の
碩
硝
搾
皆
に
就
き
て

第

7
巻

五
五
七

第
三
就

77T
l



中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
機
煙
地
方
沸
教
寺
院
の
頑
梢
樫
皆
に
就
き
て

廻
残
科
料
拙
稿

等
.

懸
垂
伯
樺
拾
捌
硬

軟
料
蓉
勝
.

穿

就
伯
玖
碩
掛
飼

葉

萱
伯
配
給
頃
販
対

策

肺

拾
碩

捌料

油

菜
碩
参

封
参
勝

芯
豆

参

対

象
拾
参
碩
陸
封
容
顔
解
封
油
等

前
帳
膏

1一]JtrTTTI

luこ

lr

tJJ

男

罰ソ
7Ttag

..&

要

式

拾
式
碩
参
封

粟

式
碩

揮

封

斉
庶

萱

碩

巷

斜
巷
勝

抽

象
伯
萱
拾
伍
碩
重
科
科
料
油
布
等
｡
従

辰
年
正
月
巳
後
｡
至
午
年
正
月
巳
前
参
年
新
附
入
.

武
伯
前
項
式
対

審

畝
拾
測
碩
席
料

粟

第

7
巷

五
五
八

第
三
波

三
二



捌

萌

畢

封

責
麻

陸
碩

油

垂
封

芯

豆

変
陸
拾

式
項
陸
封

粟
垂

拾

式
碩
陸
封

茸
麻
式
碩
捌
封

T
･

建
期
入

穿
随
項
嘩
射

芯
豆
7
､

参
舛
厨
田
入

油

式
萌
薬
期
入

巳
上
辰
年
諸
色
入

穿
陸

拾
式
項
倭
封

東
金
拾
武

暗
腫
紳

滞
肺
舶
碩
捌
封
己

..ILドト

｣
桜
弼
八

膜
離
別
朋
別
人

油
前
項
等
巳
年
人

参

睦
拾
前
項
陸
封

粟
重
ね

前
項
陸
封

茸
麻
武
碩

蜘
糾
巳
上

値野人
穿
捌
頓

†
ヽ

厨
田
入

泡

式
萌
梁
瀬
等

午
年
入

7

1
1

中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
概
虐
地
方
悌
教
寺
院
の
頭
相
揮
皆
に
就
き
て

第

7
巷

五
五
九

第
三
戟

三
三



中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
畑
煙
地
方
俳
聖

廿
院
の
儀
椙
耗
皆
に
裁
き
で

武
伯
捌
拾
伍
碩
萱
対
象
勝
鮒
料
金
年

諸
色
破
除
詰

7

1

就
伯
登
硯
陸
封

建

染
拾
無
碍
萱
舶

来

けO-
TIJ
貞
3此
Lil
l雌

…JHH

変
登
硯

粟

参
硯

覇

掛
買
櫨
登

専
用

粟
樺
対
数
華
人
紙
用

泡

7
ヽ

式
升
八
日
頓
連
用

業
容
射

変

-r.hL7山1

両
ノ
hr,J
･‖･山1

LUH
､.1
.｢
TrTTIJII,IJTTTl

虐
u]
.長

髪
虐Uj.旦

赤
いHq
壬ノ
Fl田
m佃
剛_

日
用

新
参
封

抽
萱
升

捌
大
般

若
経
食
用

酢
萱
碩

抽
象
升

栗
萱
項
試
射
修
桜
輪
食
桶

粟

陸
封
買
飛

栃
木
用

新
式
釣

果
伍
射
按
羊
毛
日
用

芽
柳
餌

酢
萱
封
放
華
人
根
用

折
畳
碩

抽
象
升

粟
畳
碩
前
科
修
桂
輪
用

第

lL
巷

五
六
〇

第

三
就

三
四



荊

巣

封

油
串
升

酒
萱
宝

徒
衆

櫨
戸
商
量
打
溝
口
日
用

痢
陸

封

油
武
升

酒
年
寛

人
功
食
用〔

以

下

閲

文
〕

ア
テ

右
に
習
見
す
る
桂
鞭
は
桜
課
の
普
通
昔
字
な
る
こ
と

論
置
す

る
迄
も
な

い
o
し
か
も
憩
常
人
は
習
見
し
'
閑
櫨
門

･
修
櫨
輪

･
鎧

戸
の
名
目
も
見
え
て
居
る
O
光
竺

年

配
S
T
蛋

霜

旨

の
偶
宗
の
治
世
苧

三
年
で
'
比
の
文
書
琶

和
翠

慶
'
光
莞

年
産
の
満
二
年
間
の
安
国
寺
出
納
簿
で
あ
る
か
ら
'
晩
唐
時
代
の
怖
寺
合
計
出
納
文
書
で
あ
る
詩
で
あ
る
o

憐
圃
解
式

〇
四
武
競
紙
背
倣
焼
文
書
は

『
報
恩
寺
功
司
道
信
状
』
で

報
恩
奇
功
司
通
信

牧

石
合
従
戊
子
年
正
月

一
日
巳
後
.
萱
己
丑
年
l#
月
巳
前
o

中
間
治
常
任

1
周
年
所
用
什
物
等
惣
睦
伯
陸
拾

就
碩
空
尉
萱
升
伍
合
葬
罪
責
麻
油
鹿
部
等

配
伯
玖
拾

己
丑
年
破
暦

穿
伍
碩

粟
巣
碩

章
麻
捌
項

多
雨
碩

粟
帝
萌

黄
肺
陸
碩

白
新
参
碩〔以

下

閑

文

〕

中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
放
題
地
方
沸
教
寺
院
の
領
相

好
哲
に
就
J.Uで

第

1
番

五
六

1

第
三
訳

三
五



中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
畑
嬉
地
方
沸
教
寺
院
の
礁
椙
澄
皆
に
裁
き
で

第

1
番

五
六
二

第
三
班

三

六

と
あ
り
､

此
塵
の
鹿
は
積
で
あ
ら
う
O

同
第
式
八
武
豊
競
轍
蛭
文
書
は

『
報
恩
寺
主
連
合
状
』
に
し
て

報
恩
寺
主
連
合

状

右
合
従
丁
丑
年
正
月

山
日
加
複
｡
真
東
環
年
正
月

7
日
如
前
｡
中

P=
三
Li･析
凱
墓
署
生
.i-
物
若
葉
l野
∃
穿
粟
韓
蘇
1見
場
桝

等
倣
賦
伯
賢
治
悶
韓
的
凱
汁
iB話
合
｡
萱
伯
萱
拾
陸
項
玖
斜

変

容

拾

玖

碩

粟

萱

拾

前

項

式

餅

豆

伍

合

抽

ヽ

捌

碩

捌

料

賛
肺

参
捨
金
碩
陸
封
参
升

白
新

車
拾
韓
碩
陸
封
参
升
伍
合
資
粟
黄
麻
豆
油
酢
等
承
前
帳
娘
硬
膏

式

拾

萱

碩

陸

封

変

伍

項

砕

料

粟

参

碩

巣

封

豆

伍

食

油



玖

碩

陸

封

参

升

日
新

蹄

項

参

封

茸
麻

宜
伯
陸
於
伍
閤
玖
斜
位
升
穿
粟
豆
黄
腕
白
新
等
三
年
中
間
新
附
領
入

7
､

玖

拾

伍

給

金

封

歩

容
給
金
頓
陸
封
伍
升

莱

〔
以

下

願

文
〕

JJ
あ
り
J
,YJ
は
中
晩
牌
峠
代
の
民
間
通
俗
字
で
.
超
の
字
で
あ

る
か
ら
､
強
食
は

硬
骨
で
あ
る
o
e
l
ー
此
の
爾
種
の
報
恩
奇
骨
計
文

書
で
は
槌
課
は
硯
ほ
れ
て
居
ら
ぬ
｡

前
掲
の

『
博
士
寺
直
歳
僕
達
手
下
諸
色
出
現
破
陰
暦
』
『
揮
士
空
岨
哉
朗
凄
手
下
紺
色
出
現
碗

陰
暦
』
で
も
前
述
の
準
り
帖
諜
九
の

Ĵ
､lJ
現
ほ
れ
ず
､

揮
土
牛
に
は
比
の
日
に
依
る
寺
院
収
入
は
準
い
り
,し
か
の
如

･･･比
見
兇
lit?

が
'
後
に
引
用
す
る
挿
土
寺
出
現
破
陰
暦
に
は
明
に
程
よ
-
の
収
入
が
あ
る
か
ら
'
程
に
閲
係
あ
る
収
入
は
博
士
寺
に
も
あ
-
し
も

の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
'
春
投
入
JJ
か
秋
櫨
入
と
か
記
さ
れ
て
ゐ
る
以
外
に
撞
謙
入
な
る
名
uI[が
見
嘗
ら
ぬ
の
は
注
意
す
べ
き

で
あ
る
ま
い
か
と
思
ふ
O
此
の
例
よ
-
謂
は
ゞ
収
支
の
細
目
を
炊
け
る
此
の
報
恩
寺
に
於
て
も
'
権
謀
な
る
経
常
収
入
日
こ
そ
見
営

ら
す
TlJ
も
'
碇
に
関
係
あ
る
収
入
は
在

-
L
も
の
か
も
知
れ
ぬ
｡

備
閲
国
立
園
書
館
所
蔵
撤
煙
文
書
絶
計
五
千
五
百
四
十
空
理
の
中
に
は
'
玉
に
掲
げ
た
る
以
外
に
も
中
晩
唐
五
代
の
間
の
も
の
と

推
定
せ
ら
る
る
悌
寺
出
嗣
経
済
文
書
の
戎
巻
付
ほ
多
数
に
遺
存
L
t

〓

之
を
政
孝
す
る
の
煩
に
堪
へ
ぬ
.
私
は
茨
に
菅
面
の
必
要

な
る
史
料
と
し
て
娩
唐
時
代
よ
-
五
代
初
頭
竺
且
る
闇
に
青
緑
せ
ら
れ
た
倣
爆
地
方
の
三
界
寺

･
将
士
寺

･
安
国
寺

･
報
恩
寺
の
も

-
.

中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
煩
慮
地
方
偶
数
寺
院
の
猿
確
経
皆
に
就
き
て

第

7
巻

五
六
三

第

三
既

三
七



中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
畑
焼
地
方
悌
敬
寺
院
の
磯
硝
綴
皆
に
就
JTb
て

第

l
巻

五
六
四

第
三
粧

三
八

の
の

t
部
を
掲
げ
た
ま
で
で
あ
る
が
'
唐
代
に
於
け
る
悌
寺
の
合
計
出
納
文
書
の
形
式
と
し

て
本
葬
の
任
の
書
式
を
以
て
償
世
す
る

も
の
は
甚
だ
稀
有
で
'
私
の
寡
聞
不
敏
な
る
'
殆
ど

1
部
の
成
書
と
さ
れ
て
侍
へ
ら
る
る
も
の
あ
る
を
知
ら
ぬ
の
で
あ
る
｡
膏
に
唐

代
の
み
な
ら
す
'
糊
-
て
は
親
晋
南
北
朝
時
代
'
降
り
て
は
宋
元
時
代
に
於
て
も
此
の
郡
の
寺
院
経
済
文
書
は
殆
ど

世
に
億
へ
ら
れ

て
居
ら
ぬ
.
支
那
の
寺
志
難
に
は
概
ね
寺
の
財
産
に
関
す
る

一
項
あ
-
て
'
例
示
せ
ば

『
育
王
寺
志
』
巻
七
の

『
阿
育
玉
山
贋
利
輝

寺
報
本
荘
海
田
記
』
..
『
天
童
寺
志
B
&
l九
の
帖
雁
放

肘
荘
産
の
項
の
金
山
泥
以
下
十
三
筒
底
の
紀
聞
の
紀
華

『
杭
州
崇
棺
寺
怒

』
稚

三
の
寺
庄
の
項
'
『
桂
林
樽
顧
寺
京
』
巻
上
の
田
園
志
'
『
炭
山
粘
液
寺
志
』
巻
五
の
寺
産
の
項
.
『
杭
州
上
天
竺
寺
志
』
巻
十
の
版

籍
'
『
明
州
岳
林
寺
志
』
華

二
の
迭
産
の
項
な
ど
寺
院
の
荘
園
な
ど
の
こ

と
は
記
載
せ
ら
る
る
も
の
あ
る
も
.

そ
の
寺
産
の
樫
瞥
蓮

碍
港
'
そ
の
経
済
出
網
の
経
過
即
ち
昔
時
の
俗
稗
に
所
謂
出
現
破
除
に
関
す
る
直
歳
借
の
清
算
合
計
報
官
署
は
従
来
杢
-
債
へ
ら
れ

て
居
ら
ず
'
ま
た
寺
志
忙
記
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
も
な
い
｡
然
ら
ば
茶
に
掲
ぐ
る
私
の
の
如
き
は
茸
に
唐
代
寺
院
経
済
兜
研
究
上

に
は
大
海
の
遺
珠
も
菅
な
ら
ざ
る
天
壌
問
稀
朝
の
貴
重
な
る
浜
本
史
料
な
-
と
謂
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
O
而
し
て
そ
の
領
入
'
或
は

入
'
或
は
出
現
'
即
ち
収
入
の
目
と
'
そ
の
破
除
､
或
は
破
用
'
或
は
破
'
即
ち
支
出
の
目
と
は
茸
に
詳
細
を
極
め
た
る
も
の
に
し

て
'
茸
住
着
た
る
直
読
伶

･
倉
司
伶

･
寺
主
僧
な
ど
が
署
名
し
多
数
の
徒
衆
が
承
認
の
副
署
を
属
し
.
之
に
依
り
て
常
時
の
寺
院
経

済

1
般

･
そ
の
造
営
方
法

･
僧
尼
の
衣
食
生
活

･
寺
院
の
封
地
方
人
態
度

･
寺
院
の
営
利
事
業
の
経
営

･
寺
院
勢
力
の
如
何
な
ど
を

窺
知
し
得
ら
る
る
の
で
あ
る
｡

今
此
等
の
根
本
史
料

に接
-
て
観
る
と
.
中
晩
唐
時
代
の
儒
教
寺
院
の
重
な
る
経
常
収
入
項
目
は
田
収

･
薗
税

･
染
課

･
砥
課

･

疋
烏
変
栗
貸
附
利
潤

･
散
施
布
施
で
あ
る
o
此
の
中
の
由
収
と
骨
稜
と
は
寺
院
所
有
の
荘
EB
･
厨
田

･
寺
EE
を
寺
院
所
属
の
小
作
人



に
耕
作
せ
し
め
て
獲
る
所
の
も
の
に
し
て
'
そ
の
中
に
は
地
方
豪
族
其
の
他
鼻
耕
地
所
有
者
が
そ
の
優
掠
を
免
が
れ
む
が
駕
に
地
方

的
特
殊
権
力
を
輝

へ
る
寺
院
に
名
目
上
寺
院
の
裳
耕
地
と
し
て
自
己
所
有
の
も
の
を
寄
託
せ
る
百
姓
よ
-
謝
櫓
の
意
に
て
寺
院

へ
酌

む
る
も
の
並
に
兵
役

･
循
役
を
免
が
れ
む
と
す
る
百
姓
が
或
は
茎
名
皮
膜
を
購
入
し
'
或
は
慶
牒
無
-
し
て
脚
に
寺
院
の
庇
護
の
下

に
僧
と
濡
れ
る
常
時
の
俗
稗
に
所
謂
百
姓
僧
よ
-
冥
加
料
の
意
味
に
て
寺
院

へ
網
む
る
も
の
を
も
含
ん
で
屈
た
で
あ
ら
う
O
粂
熟
は

寺
院
析
恩
の
寺
戸
が
製
油
に
従
事
し
て
そ
の
製
油
設
備
の
使
用
料
と
し
て
所
管
寺
院

へ
約
附
す
る
油
の
現
物
に
し
て
'
そ
の
他
に
製

油
戸
が
自
由
に
製
造
し
て
販
費
す
る
油
の
量
慣
に
感
じ
て
'
自
由
製
油
版
賓
特
稽
免
許
の
冥
加
料
と
し
て
納
入
す
る
布
南
穿
粟
も
粕

常
の
額
に
登
･=
,し
も
の
で
あ
る
O
疋
烏
番
茶
の
貸
桐
は
i(
地
帯
に
貸
し
秋
に
返
還
せ
し
め
て
五
割
の
利
子
が
背
通
で
あ
っ
た
か
ら
り

JJ
れ
亦
i(
な
る
襟
首
収
入
で
'
散
施
布
施
も
亦
決
し
て
少
い

も
の
で
は
な

か
っ
た
o
米
綿
に
つ
い
て
.LJi=
『
式
郊
併
敢
兜
単
』
葦
二
世

第

二

二

･
甜
視
朋
揃
の
州
柄
F
淡
日
放
』
忙
於
て
､
疋
損
奔
幣
の
陣
附

に
C･pい
て
は
貰
..郷
埠
帖
碓
拾
稚
錐
塔
的
桝
抱
の
朋
湘

『
榔

焼
散
見
文
書
に
摂
る
中
晩
厨
路
代
の
係
数
寺
院
の
疎
意
布
南
新
貸
附
営
利
事
業
道
営
の
賓
況
』
に
於

て
そ
れ
-
ぐ
､
辿
ぶ
る
通
で
あ

る
o
而
し
て
此
等
の
他
に
碓
課
な
る
粍
常
収
入
の
あ
る
寺
が
あ
る
の
で
あ
る
｡

〓

鑓
課
と
は
衆
課
と
な
ら
べ
て
考
察
す
.へ
き
名
節
に
し
て
r.
磁
よ
-
生
じ
て
普
然
そ
の
寺
院
に
納
め
ら
る
べ
き
収
入
で
あ
り
'
磨
意

に
謂
は
i･
所
謂
碩
碓
税
に
し
て
'
備
寺
の
所
有
す
る
頑
礁
設
備
借
用
特
訓
免
許
槽
よ
り
生
す
る
備
寺
へ
の
収
入
で
あ
る
と
想
像
せ
ら

れ
る
｡

碩
鎧
は
]
に
磨
確
と
も
謂
ふ
C
漠
の
楊
雄
の

『方
言
』
に
は
櫨
を
確
と
も
謂
仏
即
ち
磨
な
り
と
あ
り
'
後
産
の
許
懐
の

『
証
文
解

中
塊
唐
時
代
に
於
け
る
物
煙
地
方
債
教
寺
院
の
棋
絹
静
皆
に
就
JFb
T

第
一
巻

五
六
五

第
JTE抗

三
九



中
嶋
唐
時
代
に
於
け
る
畑
虐
地
方
偶
数
寺
院
の
礁
硝
躍
皆
に
就
Jn,て

第

1
番

五
六
六

第
三
班

四

〇

字
』
に
は
廓
は
石
瞳
な
り
と
あ
り
.
後
世
で
は
墳
磨

･
洞
麿
な
ど
謂
ふ
異
名
も
起
-
､

更
に
そ
の
使
用
目
的
よ
-
生
じ
て
磨

･
蓉

･

麺

麿
な
ど
種
々

あ

-
'

そ
の
襲
明
は
古
く

『
世
本
』
に
は
開
末
の
魯
園
の
巧
人
た
る
公
翰
厳
の
創
始
に
係
る
と
侍

へ
て
居
る
.
具

し
て
公
輸
糖
の

創
案
な
る
か
襟
か
は
明
確
に
濁
し
難
い
が
'
音
-
は
竹
を
編
み
之
に
泥
土
を
塗
り
固
め
た
る
粕
栄
な
も
の
で
'
穀
敦

即
ち
穀
物
の
規
を
映
り
て
袈
鷺
を
出
だ
す
も
の
を
脂
JJ
構
し
.
石
楽
に
し
て
上
下
合
し
て
氷
穿
jk
P称
賛
拐
禾
即
ち
部
に
す
る
も
の
を

廟
LL
糾
し
た
T
Jrh
1㌔

磯
は
時
に
は

糎
J･J･i
.穿
か

れ
､
石
柵
も
.Y
.翠

忙
楓
･･-･鴨
の
盈

踊
.3
F
磯
耽
.fJ
批
税
触
即
ち

塗

代
轍
な
蓋

閥
ふ

同
格
速
度
の
速
い
も
の
さ
へ
あ
る
.
碩

確
固
靖
の
原
動
力
は
牛
馬
を
以
て
す
る
が
古
風
で
､
『
三
園
志
』
巻
三
十
八
､
萄
書
巻
八
の
許

＼

増
俸
に詐

甲
-

少
典
徒
弟
軌
倶
知
名
o
･三

･

散
発
郡
功
菅
｡
排
環
靖
.
不
椿
薗
叙
.
以
馬
磨
自
給
.

と
あ
る
が
如
き
は
そ
の
詳
接
で
'
之
は
所
謂
陸
硬
と
呼
ぶ
も
の
で
あ
る
o
そ
の
原
動
力
に
碓
氷
の
力
を
利
用
す
る
も
の
は
､
普
通

･に
北
醜
時
代
の
人
な
る
雀
亮
の
創
意
に
出
づ
る
と
借

へ
ら
れ
て
居
る
O
之
は
所
謂
水
頑
と
呼
ぶ
も
の
で
あ
る
'

『
北
醜
書
』
余
こ
ハ
十

六
'
雀
亮
侍
に

∩塩
〕
亮
在
韓
州
O
頚
椎

預
俸
O
見
男
八
磨
o
嘉
共
有
潜
時
用
o
迷
救
民
薦
梢
.
及
寛
僕
射
O
奏
手
張
方
檎
東
塔
穀
水
.
通
水
襖
磨
数
十
匠
｡
其

利
十
倍
｡
圃
用
便
之
｡

と
あ
る
O
碩
梶
動
力
に
流
水
力
を
利
周
す
る
と
と
は
何
人
に
も
容
易
に
考

へ
つ
か
れ
る
と
JJ
で
'
殊
に
携
流
の
多
い
地
方
な
ど

で

は
自
ら
促
さ
れ
る
割
合
に
幼
稚
な
考
案
な
る
と
と
本
朝
古
来
の
水
車
の
賓
例
虹
,あ
-
'
必
ず
し
も
雀
亮
の
発
明
な

･sL
と
は
考

へ
ら
れ

ぬ
が
'
見
に
角
数
十
屈
の
水
磯
を
造
る
IU
い
ぶ
大
規
模
の
も
の
は
雀
亮
に
依
り
て
企
て
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
ら
う

O
邦
か
し

『
自
民



六
帖
革
新
集
』
懸
第
二
十
四
'
春
十
七
の
候
に
引
け
る
晋
の
侍
暢
の

『
音
譜
公
費
』
に
は
'
杜
預
が
達
雄
水
櫨
を
造
-
､
比
に
由
り

て
大
量
生
産
の
出
奔
た
蔑
洛
陽
の
穀
傍
が
豊
購
と
な
-
'
都
人
士
が
喜
悦
し
た
こ
と
を
債
へ
て
居
る
か
ら
'
杜
預
も
臨
灯
流
水
の
動

力
を
巧
に
利
用
し
て
居
る

7
人
で
あ
る
｡
水
力
頑
指
は
原
動
力
に
経
常
費
を
要
せ
す
､

1
時
の
設
備
費
用
を
要
す
る
の
み
に
し
て
牛

馬
の
飼
育
費
を
省
き
ま
た
重
液
の
別
無
く
道
韓
し
て
夜
間
休
止
す
る
の
要
が
無
い
か
ら
'
牛
馬
力
に
揺
る
所
謂
陸
碩
櫨
に
此
し
て
水

頑
柘
は
非
常
な
能
率
を
あ
げ
得
て
利
益
を
簡
ら
す
の
で
あ
る
O
後
世
の
習
慣
に
て
は
主
と
し
て
放
課
を
除
去
す
る
席
の
も
の
を
葬
と

専
柄
L
t
穀
米
を
粉
末
に
棟
し
て
酢
即
ち
穿
粟
粉
を
製
す
る
も
の
を
碩

･
糎

･
磨

･
碇

･
頑
槌
と
事
柄
す
る
風
を
生
じ
た
ら
し
く
'

唐
代
に
斬
謂
頑
桜
は
主
と
し
て
賓
粟
を
破
砕
し
て
穀
粉
を
製
す
る
も
の
を
意
味
し
た
O
戯
ら
ぼ
中
晩
唐
時
代
の
悌
寺
経
緯
史
書
に
見

え
る
拙
課
は
洲
ち
審
粟
を
癖
と
す
る
製
粉
工
業
に
封
し
て
寺
院
の
占
有
し
た
る
特
許
樺

･
免
許
椎
よ
-
生
す
る
収
入
で
あ
る
苛
で
あ

る
｡
羊
,れ
は
､Hi
と
し
て
漆
を
糊
tt･Jl
し
て
政
柄
を
鮎
し
.
之
を
は
て
作
る
馴
帥
i)I-l常
紫
と
す
りわ
し
と
が
庶
代

fL
舵
大
衆
S:風
俗
で
あ
17(.i

か
ら
i
鄭
新
潮
末
-J
す
る
AJ
と
は
唐
代
に
於

け

る
食
料
加
.H
問
題
上
に
放
て
最
も
普
遍
的
且
つ
不
可
快
的
の
事
業
な
-
L
が
馬
で
あ

る
C
現
代
で
は
支
部
で
も
本
朝
で
も
奔
粉
に
て
梨
し
た
綿
状
の
食
品
観
純
の
類
を
酢
と
構
す
る
が
､
新
の
原
義
は
変
粉
で
あ
-
'
小

芽
か
ら
小
変
粉
を
取
-
し
韓
を
数
と
構
す
る
の
で
あ
る
O

原
動
力
に
牛
馬
を
使
役
し
て
も
雀
竜
の
如
-
数
十
屈
の
頑
櫨
を
列
置
す
れ
ば
そ
の
製
窮
能
力
は
相
嘗
な
も
の
で
あ
ら
う
か
ら
'
午

馬
の
飼
育
料
を
要
せ
す
'
量
夜
を
別
た
す
蓮
特
製
新
し
得
べ
き
流
水
を
原
動
力
と
せ
る
も
の
の
1
盾
其
大
高
率
な
る
製
酢
能
力
を
賛

増
し
､
控
摂
的
に
有
利
な
る
は
喋
々

す
る
を
頒
た
ぬ
｡
然
る
に
利
用
す
べ
き
水
力
は
碩
槌
専
用
の
駕
に
特
別
の
設
備
を
薦
し
て
日
豪

専
用
に
之
を
導
か
ば
費
用
を
も
要
し

て
面
倒
で
あ
る
か
ら
'
斯
く
す
る
着
は
稀
有
に
し
て
'
雀
亮
す
ら
も
穀
水
の
流
を
利
用
し
た
ほ

中
嶋
唐
時
代
に
於
け
る
煩
慮
地
方
併
敬
寺
院
の
鳩
硝
樫
皆
に
耽
き
て

第

7
巻

五
六
七

第

三
舵

四

一



中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
煩
糧
地
方
併
敢
寺
院
の
棋
相
野
皆
に
就
M
,T

第

一
冬

空

ハ
八

第
三
紡

望

I

ど
で
'
成
る
べ
-
経
済
的
に
有
利
に
利
摘
せ
む
と
考
ふ
る
結
果
'
農
耕
地
濯
概
用
の
喋
水
を
利
用
せ
む
と
す

る
者
の
多
き
は
自
然
の

瀞
に
し
て
'
其
の
結
果
は
往

々
に
し
て
擬
淑
用
水
の
流
下
力
を
窮
め
た
-
.
水
量
を
漏
出
減
量
せ
し
め
て
液
概
に
影
響
を
及
ぼ
し
た

り
'
魔
境
淑
派
を
堰
き
止
め
て
架
の
疏
通
を
害
し
た
-
し
て
巣
耕
地
雅
概
に
障
害
を
生
じ
易
い
｡
そ
の
潟
に
政
府
と
し
て
T
相
方
行

政
官
経
と
し
て
は
民
の
祁
砧
を
試
く
る
,U
と
に
射
し
て
或
る
梓
i&
'の
削
順
を
加
,,'
横
々
の
規
定
を
詩
け
な
け
れ
ば
準
ら
ぬ
こ
と
-｡
な

る
｡
抑
ち
維
畔
･1･藁

は
ぬ
範
釣
に
於
.I,よ
.Y
の
訣
髄
ibE許
し
て
ワヤ
の
･aji由
軒
許
を
禁
じ
.
硬
磁
の
適
用
上
に
も
或
る
程
度
の
制
限
を
加

の
出
現
無
-
.
製
新
工
業
の
利
を
塩
に
す
る
JJ
と
が
出
煎
る
｡
元
来
有
利
な
る
水
頑
に
し
て
し
か
も
濫
設
せ
ら
れ
ざ
る
精
兵
は
'
碩

鎧
は
資
に
非
常
な
皆
利
事
業
た
る
帯
で
あ
･る
｡
唐
代
の
砺
梶
制
限
に
関
し
て
は

『
大
膚
六
典
』
巻
七
'
二
部
の
水
部
郎
中
の
職
掌
の

記
載
の
備
に

凡
水
有
樫
拙
者
｡
覗
帽
不
特
典
草
丈
利
.

な
る
級
別
あ
り
､
そ
の
注
に

自
季
夏
及
於
仲
春
.
皆
閉
斗
門
o
有
験
乃
得
路
用
之
｡

と
あ
り
'
原
則
と
し
て
は
髄
概
が
主
で
裾
鎧
附
設
が
副
と
さ
れ
'
し
か
も
陰
暦
六
月
よ
-
翌
年
の
二
月
ま
で
即
ち
農
耕
地
濯
概
用

水
の
最
も
必
要
に
し
て
し
か
も
天
地
自
然
の
現
象
上
'
比
較
的
降
雨
量
の
僅
少
な
る
比
の
期
間
は
.
渠
水
を
専
ら
穂
概
に
利
用
せ
し

め
む
が
駕
に
渠
よ
-
磯
碇
に
通
す

る
枝
流
の
斗
門
を
閉
し
て
碩
枝
道
特
用
の
水
の
こ
と
を
軽
甑
す
る
.
此
の
斗
門
を
閉
さ
ば
'
賛
際

上
に
は
裾
･｡B
は
そ
の
道
韓
を
休
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
｡
飴
水
あ
る
場
合
に
於
て
の
み
畷
桂
適
時
を
許
す
が
'
黙
ら
ざ
る
場



合

は
築
水
は
専
ら
滞
激
相
に
充
首
し
て
碩
櫨
の
遥
特
の
出
乗
る
か
出
来
ぬ
か
の
問
題
は

1
切
願
慮
し
な
い
と
い
ふ
規
則
で
あ
る
o
之

を

以
て
見
れ
ば
関
元
時
代
の
規
定
に
て
は
港
準

だ
妨
げ
ざ
る
範
囲
に
於
て
頑
桂
の
設
置
を
許
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
'
こ
れ
大
健
庸
朝

一
代
を
通
じ
て
の
原
則
的
法
律
で
あ
っ
た
と
推
知
せ
ら
れ
る
｡
伺
ほ
そ
の
詳
細
の
事
は
幸
に
も
天
壌
間
の
拭
本
と
し
て
価
困
図
五
園

書
館
併
殺
敬
煙
文
官
第
式
五
〇
七
雛
と
し
て
首
尾
を
妖
き
な
が
ら
遺
存
す
る

『
唐
代
水
部
式
璃
巻
』
に
於
て
之
を
知
悉
し
得
る
の
で

あ
る
.
此
の
『
唐
代
水
部
式
頚
巻
』
は
夙
に
羅
纏
ま
の
『
鳴
沙
石
宝
供
書
』
に
収
載
せ
ら
れ
'
仁
井
田
陸
博
士
が

『
服
部
先
生
苗
穂

耐
賀
記
念
静
文
集
』
所
収
の

『
敦
煙
草
見
庸
水
部
式
の
研
究
』
に
於
て
之
を
閑
元
二
十
五
年
制
定
の
式
の
残
金
な
-
と
考
定
せ
ら
れ

た
も
の
で
'
私
が
備
園
に
て
茸
地
調
査
す
る
朗
で
は

天
地
曲
尺
九
寸
蓉
分
の
紙
幅
に
､

天
地
嘩
八
七
寸
六
分
の
割
合
に
本
文
を
記

し
.

1]
行
二
十
字
内
外
F.
討
翌
官
四
十
E
I朽
'
総
額
点
曲
尺
九
月
五
寸
の
増
子
本
に
し
て
.
太
宗
の
洋
を
澱
け
て
典
む
せ
に
作
-
潤

を
浦
に
作
っ
て
あ
る
O
比
の

『
唐
代
水
部
式
接
種
Jq
の
JILlb
に
裾
槌
に
悶
す
り(議

の
諸
規
定
が
李
七

一
.

茄
附
新
開
寝
｡
拓

丁

門
｡
質

疑

..
八
･
積
水
柑
臆
｡
滑
川二
八
Y

恒

令

巡

行

O

讃
嘆
堰

破
壊
o
郎
用
随
近
人
修
E
,.
公
私
材

木
並
謂
遥
下
.
百
姓
頭
概
田
鹿
｡
令
造
斗
門
o
節
用
勿

7
ヽ

令
療
蓬
｡
其
要
田
以
東
｡
先
有
水
鎧
者
O
仰
鎧
主
作
節

水
丁
門
o
使
通
水
過
り

右
は
今
日
の
駅
西
省
内
藍
田
願
に
於
て
の
事
で
あ
る
が
'
帝
政
の
賃
に
も
層
位
遺
韓
の
駕
に
も
､
各
々

頒
よ
,Sl
等
-
流
水
口
に
斗

門
を
設
け
て
通
常
に
開
閉
し
'
水
量
調
節
節
約
に
励
め
し
め
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡

『
大
府
六
典
』
水
部
郎
中
の
注
に
見
え
る
斗
門

中
嶋
唐
時
代
に
於
け
る
畑
爆
地
方
沸
教
寺
院
の
棋
梢
揮
讐
1
就
き
て

第

Z
巻

雲
ハ九

弟

三
就

四

三



中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
煩
煩
地
方
併
教
寺
院
の
梶
硝
軽
皆
に
就
き
て

第

1
巻

五
七
〇

第
三
洗

四
四

は
之
で
'
荏
し
天
下

1
般
同
じ
こ
と
で
あ
っ
た
と
想
は
れ
る
｡

=･･

一
.
緒
淡
碗
櫨
｡
若
擁
水
質
況
塞
｡
渠
不
日
疏
導
o
寂
令
水

浴
渠
壊
｡
於
公
私
有
妨
者
｡
頑
砥
即
命
投
破
｡

右
に
徴

詐
す
れ
ば
磯
槌
設
置
の
馬
に
水
流
紅
綬
-
せ
し
め
.
非
の
絹
水
中
の
淡
舵
が
沈
殿
し
て
水
む
堰
き
'
水
溢
れ
損
が
痕
r･U
れ

N
損
な
事
情
に
あ
ら
ぼ
､
斯
か
る
破
砕
は
之
を
勤
破
せ
し
む
る
の
で
あ
る
e

l
､
諸
概
港
小
溝
上
O
先
有
碩
鎧
｡
其
水
以
下
即
芥
者
o
毎
年

八
月
升
目
以
後
.
正
月

一
日
以
前
o
揺
動
用
0
日
飴
之
月
.
仰
所

管
官
司
O
於
用
碇
斗
門
下
.
宥
銀
封
印
.
仇
去
却
磁
石
.

先
藁
百
姓
概
帝
.
若
天
開
水
足
o
不
須
浜
田
O
任
揺
動
用
o

其
傍
渠
疑
有
倫
水
之
桔
Q
亦
准
此
断
案
｡

右
に
掘
れ
ば
'
蒋
概
用
の
小
葉
の
水
を
引
用
す
る
頑
櫨
の
そ
の
利
用
の
枝
水
は
'
原
則
と
し
て
毎
年
八
月
対
日
以
後
よ
-
翌
年
正

月

7
日
ま
で
自
由
に
利
用
せ
し
む
る
が
'
毎
年
正
月

l
日
以
後
其
の
年
八
月
州
日
ま
で
の
八
箇
月
問
は
把
激
用
水
の
最
も
必
要
な
る

期
間
な
る
駕
､
利
用
を
許
さ
ず
'
管
理
の
役
人
に
命
じ
て
鎧
に
通
す
る
水
流
の
ロ
の
斗
門
せ
閉
ぢ
て
之
に
銀
を
結
び
､
そ
の
上
に
封

印
せ
し
め
へ
且
つ
頑
櫨
の
上
部
の
僅
石
を
取
-
除
か
し
め
る
.
節
-
し
て
先
づ
百
姓
に
充
分
に
濯
概
用
水
を
造
る
｡
若
し
此
の
正
月

よ
-
八
月
の
間
に
て
も
特
に
降
雨
畳
多
-
し
て
田
に
浜
ぐ
を
要
せ
ざ
る
時
は
'
硬
枝
道
韓
に
利
用
す
る
JJ
と
を
錦
す
｡
ま
た
渠
傍
に

無
許
可
に
て
秘
に
層
位
藍
訊
け
渠
水
を
盗
用
す
る
者
あ
ら
ぼ
規
則
に
准
じ
て
そ
の
水
路
と
断
塞
す
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
o
此
の
規
定



は
前
掲
の

『
大
唐
六
典
』
巻
七
'
水
部
郎
中
の
僕
の
注
の

｢
自
季
夏
及
於
仲
春
｡
背
閉
斗
門
O
有
徐
乃
得
撫
用
之
｣
の
文
の
意
の
l

部
分
と

一
致
す
る
も
の
で
あ
る
o
斗
門
を
閉
づ
る
は

『
水
部
式
』
に
て
は
九
月

7
日
よ
り
十
二
月
末
日
ま
で
の
四
箇
月
間
で
あ
り
.

『
大
磨
六
典
』
に
て
は
六
月

一
日
よ
-
翌
年
二
月
迄
の
九
箇
月
問
で

『
大
唐
六
典
』
の
方
が
長
期
で
あ
る
が
'
『
水
部
式
』
の
四
箇
月

問
は
無
論

『
大
唐
六
典
』
の
九
箇
月
間
に
包
含
さ
れ
て
居
る
か
ら
'
此
の
鮎
に
於
て
は
合
致
し
て
矛
店
は
無
い
詩
で
あ
る
.
芝
は
地

域
に
よ
-
'
時
代
に
よ
-
多
少
長
塩
期
の
差
異
の
存
せ
し
も
の
と
想
は
れ
る
｡
伺
ほ

『
唐
代
水
部
式
残
寒
』
の
弟
十
項
に
は
浮
鎧
な

る
も
の
あ
り
'
日
く

一
'
揚
州
楊
子
津
斗
門
二
所
｡
宜
於
所
管
二
府
兵
及
醇
疾
内
.

竜
差
分
番
等
常
9
滴
頒
開
閉
C
若
布
敦
盛
3
億
命
両
虎

併
功
修
哩
.
礎
中
層
以
下
督
水
R
I
及
成
+
生
別
｡
不
寺
宝

揮
櫨

及
捺
堰
｡

浮
桜
は
明
の
束
鷹
星
の

『
天
工
開
物
』
巻
上
'
粋
精
弟
四
の
候
に
も
記
載
も
園
示
も
な
-
'
如
何
な
る
種
類
の
頑
撞
な
る
か
判
断

に
苦
し
む
.
之
に
封
し
て
は
二
様
の
推
定
を
駕
し
得
る
.

一
は
固
定
的
に
据
え
附
け
あ
ら
ざ
る
移
動
頑
鎧
で
'
二
は
水
上
に
停
止
し

て
浮
ぶ
る
舟
に
設
備
し
､
川
流
の
流
カ
を
舟
側
に
設
け
た
る
車
輪
に
働
か
せ
て
舟
上
の
砺
塩
を
蓮
樽
す
る
も
の
で
あ
る
が
'
具
し
て

そ
の
何
れ
な
る
か
と
謂
は
ゞ
私
は
第
二
の
推
定
を
珠
ら
む
と
す
る
者
で
あ
る
e
何
と
な
れ
ば
宋
代
の
こ
と
で
は
あ
る
が
'
蘭
采
の
隆

雄
の

『
創
甫
詩
秦
』
撃

二
の

｢横
路
書
等
｣
の
詩
に

危
閣
間
鈴
駄
O
満
流
見
柑
相
.
汲
江
人
東
森

o
騎
馬
客
蒙
壇

云
云

中
晩
唐
時
代
71
於
け
る
城
虐
地
方
併
教
寺
院
の
磯
硝
鮮
皆
に
就
き
て

第

7
巻

五
七

1

弟
王
統

四
五



中
嶋
唐
時
代
に
於
け
る
増
感
地
方
節
教
寺
院
の
梶
硝
経
営
に
就
Jn･て

第

一
巻

五
七
二

第
二
一統

四
六

な
る
旬
あ
-
'
『
小
方
壷
蘭
奥
地
叢
砂
』
第
七
快
に
収
む
る
清
の
王
士
正
の
『
萄
道
鐸
程
記
』
庚
願
十

丁
年
関
七
月
十
八
日
'
保
革

府

治

間

中

願

に

到

-

し

供

に

〔
闇
〕
江
間

多

相

舵
｡
如
水
車
之
製
｡
泊
急
増
中
.
嘩
碍
春
簸
o
悉
用
水
功
O
礼
砲
之
蟹
不
紹
o

rtJあ
り
｡
今
日
の
四
川
省
間
中
喋
の
閲
江
で
江
上
の
浮
輪
に
設
備
し
た
舷
の
あ
る
JJ
止
む
拙
ぺ
LiJ
あ
る
｡
iLk
は
割
澱
と
し
て
深
代

以
後
に
創
始
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
ら
.
唐
代
の
浮
確
は
此
の
桂
の
も
の
と
考
へ
得
る
の
で
あ
る
｡

･
此
の

『
唐
代
水
部
式
残
巻
』
に
見
ゆ
る
水
頑
鎧
に
関
す
る
規
定
は
'
今
日
唐
代
の
水
碇
に
関
す
る
規
定
を
探
る
に
嘗
わ
て
の
最
も

貴
重
な
る
記
載
に
し
て
.
こ
れ
以
上
の
史
料
は
速
に
他
に
求
め
得
ぬ
O
然
れ
ど
も
支
那
の
事
で
あ
る
か
ら
'
此
の

『
水
部
式
』
の
規

定
が
果
し
て
如
何
な
る
程
度
ま
で
厳
守
せ
ら
れ
て
天
下
に
励
行
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
る
か
は
i八
な
る
疑
問
で
あ
る
S
此
の
規
定
が
励

行
さ
る
れ
ば
或
る
程
度
の
設
置
制
限
も
あ
り
'
港
概
に
も
支
障
を
き
た
さ
ぬ
筈
で
あ
る
が
'
記
載
の
停
ふ
る
所
は
精
々

こ
れ
に
異
な

-
て
'
後
に
指
摘
す
る
如
く
唐
朝

1
代
を
通
じ
て
之
が
極
め
て
利
基
の
多
い
営
利
事
業
な
-
し
席
に
'
民
は
宰
ひ
て
之

■を
設
置
せ
む

と
希
望
し
'
且
つ
社
食
的
特
殊
棒
力
あ
る
者
即
ち
貴
族
富
豪
と
か
係
数
寺
院
と
か
の
手
に
伐
-
て
濫
設
せ
ら
れ
.
度
々
概
臼
を
妨
音

す
る
の
現
象
を
起
し
'
穀
破
を
命
ぜ
ら
れ
し
事
件
の
頻
敬
し
居
る
史
賓
に
徹
し
て
之
を
知
る
べ
き
で
あ
ら
う
0

唐
代
の
貴
族

･
富
豪

･
寺
院
は
社
督
的
に
特
殊
権
力
を
有
L
t
斯
か
る
者
に
は
顧
程
設
置
が
多
-
許
可
せ
ら
れ
'
ま
た
勢
を
侍
み

て
碓
方
官
憲
を
歴
倒
し
て
無
理
押
に
設
け
て
利
益
を
聾
断
す
る
者
あ
-
～

t
殻
平
民
は
之
に
塵
迫
せ
ら
れ
て
概
ね
之
を
設
置
す
る
を

得
ず
'
ま
た
事
箕
之
が
許
可
せ
ら
れ
す
'
斯
-
の
如
き
賛
情
な
れ
ば

'
一
定
値
域
地
方
に
於
け
る
顧
桔
設
置
存
在
の
教
に
は
白
ら

l

定
の
限
度
あ
れ
ば
'
幸
に
許
可
せ
ら
れ
て
之
を
設
置
し
得
た
る
着
は
競
争
者
の
盤
出
す
る
息
も
無
く
'
濁
-
其
の
利
益
を
猫
鯉
す
る



.･･･
･･
-i

こ
と
が
出
来
て
互
利
を
博
し
得
ら
れ
た
か
ら
'
営
利
事
業
と
し
て
は
此
の
上
も
な
い
貴
い
も
の
で
あ
っ
た
｡
而
し
て
此
の
設
置
許
可

を
絡
む
と
す
る
も
の
は
.
地
方
官
吏
に
封
す
る
僅
々
の
裏
面
的
関
節
を
馬
さ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
関
係
上
.
僅
少
の
資
本
を
有
す
る
貧

窮
者
に
は
自
ら
不
可
能
事
で
'
そ
の
結
果
は
自
ら
貴
族

･
富
豪

･
寺
院
な
ど
の
融
合
的
特
殊
樽
カ
を
有
す
る
陣
巌
の
者
が
童
と
慮
る

の
で
あ
る
｡
『
稗
海
』
に
収
む
る
唐
の
李
冗
の
『
碍
異
志
』
奄
上
に
婿
の
楊
素
が
僧
利
に
膚
心
し
て
種
々
の
こ
と
を
属
し
た
る
こ
と
を

記
し
た
る
中
に
頑
桜
経
営
に
就
き
て

富
移
之
極
.
家
撞
数
千
人
｡
･
･･郡
骨
之
虞
o
郎
店
礁
梢
｡
不
知
妃
梅
d
性
食
替
利
｡
心
無
願
足
.
時
議
郡
之
｡

と
あ
-
I.
唐
の
太
平
公
主
の
頑
鎧
営
利
に
つ
い
て
は

『
新
唐
普
』
藤
堂
軍

手

]-,IJ

草

花
絃
偽
に

元

結

･
舞
姫
州
可
iL
垂
軍
｡
時
大
平
公
去
勢
獣
｡
天
下
首
司
o
順
望
風
指
O
嘗
兵
長
歳
碩
絹
｡
元
紘
還
之
民
｡
島
赦
麿
懐
最
大
時
O
趣
味
之
｡

元

液
大
層
舛
後
日
o
賭
H
打
棒
｡
列
不
郎
浦
山
｡

関
元
初
環
偶
作
や
O
賊
鞘
柿
平
｡
郵
九
兆
4
乎
打
詔
塑

二
輔
濃
｡
蜂
王
iiJ極
東
｡
狩
野
追

記
相
｡
潮
境
牢
利
o
元
結
約
束
h
J･J,Xy
iu.ウ
ル｡
分
潮
張
L
田
C
艮
相
接
周
｡

と
あ
-
､
中
庸
時
代
に
も
貴
族
が
磯
殻
を
私
し
た
る
こ
と
は

『
新
暦
書
』
巻
八
十
三
､
諸
公
主
侍
の
代
宗
十
八
女
の
僕
の
賛
国
昭

旗
公
主
侍
に

公
立
塩
貴
妃
桝
生
｡
始
封
升
r干
o
下
城
郭
唆
｡
大
藩
東
宝
内
民
訴
.
澄
水
鳥
棺
｡
撃
小
樽
勅
田
｡
京
兆
平
琴
幹
O
以
謂
詔
撒
確
以
水
輿
民
｡
時
主

及
暖
家
官
有
梢
勾
留
｡
帝
日
｡
音
溝
蒼
生
.
著
可
馬
譜
戚
帽
O
脚
日
没
｡
由
塵
腰
者
八
十
伊
.-

と
あ
-
'
勾
留
は
留
め
む
こ
と
を
乞
ふ
と
譲
む
べ
き
で
あ
る
｡
こ
の
と
と
は

『
嘗
唐
書
』
懇
書
百
二
十
､
都
子
儀
億
に
も
見
え
て

居
っ
て大

暦
十
三
年
有
識
｡
繋
除
白
張
水
支
流
硬
椙
｡
以
肋
属
潮
田
O
昇
平
〔公
立
〕有
脂
粉
帽
両
輪
.
郭
子
儀
私
椙
両
輪
｡

･･
･･公
主
即
日
弁
駁
｡
由
是

中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
椴
偵
地
方
儒
教
寺
院
の
槻
稽
経
皆
に
就
き
て

第

1
馨

五
七
三

第
三
択

四
七



中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
頬
煙
地
方
俳
敬
寺
院
の
観
相
鮮
皆
に
裁
き
で

第

1
番

五
七
四

第
三
択

四

八

勢
門
塀
椙
八
十
飴
所
｡
皆
既
之
O

と
あ
-
､
今
日
の
阪
田
省
の
自
導
水
を
利
桶
す
る
勢
門
の
頑
鎧
が
八
十
飴
朗
に
も
上
り
し
こ
と
を
知
る
｡
白
菜
は
前
湊
の
武
帝
の

･･

,･

･

-

･
･

;I

-
･･

.
･
I
･
,･-
-･

i
･
･'

･
･

.-

･
･-

-

カ
壁

毒

｡
胸
中
力
式
日
/LS
｡
爽
穿
韻
｡
引
挺
水
｡
肯
柾
谷
H
Q
尾
人
傑
陽
｡
･
,
･
周
各
日
白
混
｡

･J
あ
l-
.

郎
水
は
消
光
の
北
方
の
仲
山

川
九
雌
山
"

武
粁

山の
省
･tb
の
丸
衣
空
け
て
凍
南
し
て
消
水
に
合
流
す
る
が
'
苦
土
の
地

層
を
長
距
離
問
流
れ
来
る
も
の
な
る
篤
､
現
今
で
は
潤
濁
し
水
量
は
舟

を
通
じ
得
る
ほ
ど
の
も
の
に
非
す
'
比
の
地
形
は
古
今
を
通

じ
て
摩
化
無
き
筈
な
れ
ば
'
此
の
浬
水
よ
-
水
を
引
け
る
白
嘆
は
潅
概
用
程
度
の
水
量
な
-
し
も
の
と
想
は
れ
る
か
ら
､
之
に
八
十

静
所
の
破
堤
を
設
-
れ
ば
そ
の
濯
激
に
大
支
障
を
生
ぜ
し
こ
と
推
想
に
僚
あ
-
､

民
の
許
へ
出
で
た
る
も

理
あ
-
と
考
察
せ
ら
れ

る
｡
勢
門
の
捜
長
'
民
を
苦
し
め
た
る
を
知
り
得
る
｡
又

『
新
唐
音
』
巻
萱
百
十

一
､
王
方
翼
億
に
は
地
方
の
碩
嘩

特
に
幸
に
鵜

本
史
料
あ
-
て
本
簾
に
て
取
-
故
へ
る
甘
斎
河
西
地
方
の
そ
れ
に
就
き
て

再
適
輔
州
別
史
.
州
無
障
壁
｡
-
･
儀
風
間
｡
河
西
蛙
｡
猫
不
重
方
翼
境
.
而
せ
郡
長
或
頒
死
｡
皆
重
刷
建
方
翼
治
下
O
乃
出
私
践
作
水
稲
o
簿

其
鹿
以
済
飢
擦
｡
横
合
数
十
有
徳
居
之
｡
全
治
甚
衆
｡

と
あ
-
.
水
超
の
利
益
が
斯
様
な
難
民
救
済
金
を
得
ら
れ
る
ほ
ど
有
利
の
も
の
な
-
し
こ
と
を
知
り
得
る
｡
『
唐
律
疏
議
』
巷
四
'

名
例
の

｢
以
賦
入
罪
｣
の
項
に
邸
店
即
ち
倉
庫
金
融
柴
と
止比
べ
て
裾
鎧
業
を
奉
げ
あ
-
'
育
代
の
頑
程
経
営
が
天
下
朴
願
に
遍
ね
か

.･n
L
現
象
な
る
こ
と
並
に
之
が
非
常
な
有
利
事
業
に
し
て
'
し
か
も
感
慨
と
の
関
係
上
そ
の
設
置
が
官
憲
よ
り
の
免
許
制
な
-
し
篤

之
を
設
置
し
得
た
る
者
が
互
利
を
猫
古
し
待
た
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
｡
中
原
地
方
の
悌
敦
寺
院
が
営
利
の
目
的
で
鼓
ひ
て
之



を
設
置
し
た
る
JJ
と
想
像
に
難
か
ら
す
'

長
安
や
洛
陽
の
互
寺
大
利
に
は
/水
頑
か
睦
頑
か
殆
ど

之
を
有
せ
ぎ
り
し
も
の
は
無
か
つ

た
で
あ
ら
う
.
そ
の

-
遼
様
と
し
て
指
摘
し
得
る
記
載
は
唐
の
馬
聾
の

『
雲
仙
雑
記
』
に
僧
園
追
記
を
引
い
て
摘
ぐ
る
職
磨
務
の
記

事
で
あ
る
｡
日
く

都
下
寺
院
.
毎
歳
用
除
職
磨
｡
是
日
作
職
磨
賛
｡

之
は
水
麿
か
睦
麿
か
は
不
明
な
れ
ど
.
見
に
角
長
安
の
各
寺
院
に
穀
物
製
粉
用
の
磨
確
の
立
て
ら
れ
て
店
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
息

ふ
o
職
は
『
説
文
』
に
石
を
腐
-
な
-
と
あ
久

瀬
の
字
と
関
係
し
石
に
欝
を
附
す
る
こ
と
よ
り
頑
鎧
の
石
禍
に
メ
タ
テ
ス
ル
の
意
な
れ

ば
'
長
安
の
各
寺
院
が
毎
年
十
二
月
大
晦
日
に
磨
櫨
の
大
掃
除
を
行
ひ
'

山
年
間
に
磨
滅
し
た
磨
槌
の
日
の
メ
タ
テ
ik
'し
て
銃
か
ら

し
め
る
｡
,iJ
れ
が

i
寺
や
二
寺
の
こ
と
で
な
く

長
安
の
苛
々
殆
ど
全
部
が

1
斉
に
此
の
日
に
行
ふ
昂
に

l
の
斎
曾
日
の
如
-
都
人

士
に
考

へ
ら
れ
各
寺
院
･S
那
珊
互

試
け
-TJ
射
封
の
節
季

kJ備

(I
r.
之
を
暇
磨
頚
と
耕
し
て
寺
院
年
中
行
事
の

l,

と
汚
し
'
之
が
都
下

i
殿
に
も
熱
知
せ
ら
れ
て
長
妾
の

7
節
目
の
如
-
考

へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
O
裾
提
設
置
の
寺
院
の
多
き
に
非
す
ん
ば
､
駕
ん
ぞ
斯
様

に
著
名
に
な
る
JJ
と
が
あ
ら
う
歎
｡
此
の
長
安
寺
院
の
職
磨
蘭
の
こ
と
よ
-
直
に
思
払
及
ぶ
こ
と
は
悌
圃
囲
立
間
書
館
朗
裁
物
煙
文

書
第
巷
七
七
九
競
紙
背
に
あ
る

『
徒
衆
棒
帖
.O
で
あ
る
.
比
の
僻
園
罪
参
七
七
九
競
紙
背
に
は
此
の

『
徒
衆
特
帖
』
の
前
に
六
行
の

断
行
的
記
載
あ
-
て
そ
の
中
に

『
評
乱
元
寺
主
戎
勝
状
』
な
る
も
の
あ
-
'
軍
刀
寺
は
唐
代
沙
州
十
七
寺
の

1
忙
し
て
､
他
の
倣
蛙

文
書
に
管
見
す
る
｡
此
の
状
文
の
攻
に

『
徒
衆
韓
帖
』
が
直
に
練
記
さ
れ
て
あ
る
か
ら
比
の
樽
帖
も
乾
元
寺
支
署
な
ら
む
と
推
察
せ

ら
れ
る
｡
『
徒
衆
捧
帖
』
と
は
其
の
寺
院
の
僧
侶
沙
禰

l
同
に
同
盟
せ
し
む
る
国
章
で
あ
る
｡

徒
歳
時
帖

劉
法
律

孫
法
律

家
法
律

王
法
律

求
川
法
律

得
心
法
律

中
嶋
唐
時
代
に
於
け
ろ
材
慮
地
方
俳
教
寺
院
の
礁
確
籍
皆
に
就
き
て

第

一
巷

五
七
五

第

三
筋

四

九



中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
樹
煙
地
方
係
数
寺
院
の
観
相
経
皆
に
就
き
て

奔
法
律

李
法
律

田
接
律

集
法
律

土
法
律

菰
法
律

永

駐

啓
弘

戒
行

滋
願
鮮
随

戒
関

城
宗

戒
威

戒

具

抄
澗
願
恩

顧
保

保
塁

保
集

保
隆

保
桧

垣
朗

骨

興

智

存

智
徳

琴

ナ

羊
二
汀

鳥
干

順
子

7
ヽ

て
7ヽ
ヽ

巳
上
位

衆

｡
吹

管
八
角
碩
碇
｡
人
各
何
藍
豊
｡

鍬
稽
萱
事
.
須
得
本
身
｡
不
用
麻
著

替｡

帖
室
限
今
月
廿
八
日
｡
於
寺
円
取
芽
｡
捉
二
人

〔後
到
〕

Fe
穿
缶
幹
叶
｡
一堂
一十
布
o
河
川
変
心瑞
叶
.

第

1
巻

五
七
六

第
三
既

五
〇

老
宿

戒
初

戒
輪

保
戒

其
帖
立
弟
相
分
村
｡
不
棒
停
滞
｡
〔
如
滞
〕

帖
者
｡
准
保
科

〔
罰
〕
o
相
聞
却
付
本

〔
司
〕
｡
用
想

骨
罰
｡

乙
酉
年
四
月
廿
七
日
｡

寺
主
門

アテ

右
の
文
に
は
誤
字

･
嘗
字

･
脱
字
が
神
官
に
あ
-
'
唐
代
の
俗
字
も
あ
る
｡
第

｣
行

･
二
行
の
姓
の
鑑
は
唐
代
の
習
俗
に
て
令
狐

の
二
字
を

一
字
と
濁
し
た
も
の
.
第
六
行
目
の
何
重
は
荷
藍
の
誤
字
'
第
八
行
目
の
青
は
帝
の
唐
代
俗
字
'
第
十
行
目
の
弟
は
蓮
に

了ユ丁

し
て
連
に
嘗
-
1H
L
-
は
適
の
字
な
る
も
音
通
嘗
字
し
て
多
く
迷

･
,yElに
作
ら
る
る
も
の
､
弟
入
行

･
十
行

･
十

t
行
目
の
括
孤
内

の
補
足
は
原
文
に
て
晩
落
し
.
他
の
煩
例
文
書
よ
,sl
類
推
補
足
し
た
る
も
の
で
あ
る
｡
乙
酉
年
が
何
れ
の
乙
酉
な
る
か
的
確
な
ら
冒

れ
ど
も
､
他
の
同
賢

書
が
概
ね
娩
霊

代
た
る
こ
と
よ
晶

る
JJ
遠

の
禁

の
成
通
歪

乙
酉
歳

鮎
聖

票

宗

か
'
後
唐



の
雲

の
同
光
三
年
乙
簡
歳

髭

這

認

印

か
に
学

べ
く
'
晩
唐
五
代
の
も
の
で
あ
る
か
ら
以
て
常
時
の
寺
院
霊

に
関
す
る
7
ヽ

根
本
史
料
で
あ
る
o
草
花
寺
の
徒
衆
に
寺
主
よ
-
同
盟
せ
し
め
た
も
の
で
'
回
章
の
趣
旨
は
蓮
記
せ
る
各
値
に
は
順
次
に
八
角
頓
の

塩
の
箇
虞
に
集
合
を
願
ふ
次
第
で
'
各
月
各
々
荷
ひ
藍
萱
個
､
鍬
紹
豆
本
宛
を
携
帯
せ
ら
れ
た
い
｡
必
す
本
人
親
し
く
出
頭
集
合
せ

ら
れ
夜
-
､
廟
即
ち
使
役
人
'
下
僕
な
ど
を
周
て
代
理
人
と
し
て
は
困
る
｡
此
の
回
章
で
本
月
廿
八
日
に
我
が
寺
内
で
集
合
せ
ら
れ

た
.5,.
二
人
後
れ
到
り
し
者
に
は
前
審
参
斜
を
課
し
'
仝
-
釆
ら
ぬ
者
に
は
罰
奔
七
封
を
課
す
る
O
此
の
回
章
は
直
に
遮
る
-

同

党
し
て
廻
さ
れ
た
-
'

7
虞
に
停
滞
し
て
は
な
ら
ぬ
｡
著
し
停
滞
せ
J
.む
れ
ぽ
規
約
に
楳
-
て
虞
罰
す
る
｡
同
章
が
周
覚
さ
る
れ
ば

本
司
に
返
附
さ
れ
た
い
5
鷹
罰
の
際
の
参
考
史
料
と
す
る
と
謂
ふ
意
で
あ
る
｡
之
は
恐
-
は
堅
冗
寺
経
営
の
八
角
碩
櫨
の
碩
提
製
粉

虞
の
大
掃
除
乃
至
磨
位
の
目
立
の
為
に
､
徒
衆

一
同
が
藍
と
鍬
と
歓
携
帯
し
て
明
廿
八
日

に

党
づ
寺
内
に
集
合
し
以
て
桜
庭
に
向
は

む
L)
と
む
謂

へ
る
も
の
に
L
LTJ
..
之
は
此
の
頑
槌
の
職
場
が
些
冗
寺
の
直
撒
紅
皆
た
る
第
陀
要
諦
せ
ら
れ
た

硯
象
た
る
に
相
違
な
か

LIT:.ILL"
J
想
は
れ
=･･t?
兜
料
■EJ..
,･vlは
恰
も
部
組
e
t
蒜
h'仙
雑
記
』
に
見
え
る
職
磨
に
営
る
も
の
と
息
ふ
.
長
安
寺
院
の
暇
麿
は
年
末
の

除
目
で
あ
る
が
'
茨
の
場
合
は
四
月
廿
八
日
で
'
こ
れ
を
そ
の
前
日
な
る
廿
七
日
に
同
輩
と
し
て
通
知
し
た
の
で
あ
る
｡
磨
櫨

･
頑

櫨
は
摩
擦
製
粉
の
馬
に
石
禍
に
刻
目
あ
り
'
之
が
磨
滅
す
る
か
ら
'
如
何
し
て
も
年
に

T
度
や
二
度
は
目
立
て
を
濁
さ
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
か
ら
'
此
の
事
は
何
れ
の
寺
院
の
碩
鎧
に
於
て
も
そ
の
水
頑
た
る
と
陸
頑
た
る
と
を
間
は
す
必
然
的
に
起
-
解
る
こ
と
で
'
長

安
の
各
寺
院
の
も
の
が
唱
磨
索
と
し
て
都
人
士
に
源
泉
し
.
沙
州
倣
燈
の
乾
先
寺
の
も
の
が
此
の

『
徒
衆
輔
帖
』
に
現
は
れ
て
来
て

屠
る
の
で
あ
る
と
思
ふ
｡

中
嶋
唐
時
代
に
於
け
る
塀
壇
地
方
沸
教
寺
院
の
礎
椙
澄
皆
に
就
き
て

弟

一
巻

五
七
七

第
三
妨

五

一


